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TREATMENT OF CONGENITAL DISLOCATION OF THE HIP. 













Die sogenannte angeborene Hiiftverrenkung ( 1920）という著書をあらわし，その中で難治性先天股脱
の治療についても詳述しているが，既にその頃より， 本症に対する治療法の主流として Hilgenreiner
(1925), Putti (1927), Lange (1929）らは生後数ヵ月乃至 l年以内の早期治療を主張している．更に




で，関節の生理的機構や Mittelmeyer(I 961)の理論的根拠及びその治療成績からみても Lorenz法IC
次ぐ一つの画期的な治療法であろうと考える．
一方イタリーの Ortolani( 1951）は既に 1935年より新生児検診治療を行ない優れた成績を報告して
おり， VonRosen (1951), Palmon (1961）らはスエーデン全国で生まれる新生児の709語以上の検診を
実施し得る迄lζ至っている． 特lζVonRosen (1961）は Andrenand Borglin らとの協同研究で
hormonal factors lζ起因する関節袈弛緩が本症発生の主因であるとの実験的理論的根拠から，系統的
な新生児検診治療の完全実施を強く主張している． 1950年代の乙のような治療経験から 1960年代lζ入
つてはじめて世界的に先天股脱の非観血的療法は最終点IC達し， 産科， 小児科， 保健所と協調する
pr~ventive medicineの段階lζ入ったと考えられる．
現在北欧諸国， ドイツ， イタリー ． アメリカに於ても多くの病院で新生児検診が行なわれるように
なった．我国でも伊藤，山室ら (1966）は関係病院の協力を得て既lζl万人以上の新生児検診で80名の
先天股脱を発見治療し，系統的検診実施の必要性を強調しているが， 現在の医療体制のもとでは完全
実施lζ対する社会医学的な随路が余りにも多い．また新生児，乳児の治療には VonRosen, Barlow, 
Ponsettiらの splint或は Riemenbiigelが用いられるが， 乙れらは治療技術というよりもむしろ適確
な診断技術と地味で忍耐を要する長期の定期的経過観察がなければ充分な成果は挙げられないもので
ある．
本症が先天性という宿命的な病因を伴う疾患群である以上，如何に新生児治療を行なっても個々の
症例の中には過誤治療に陥り易い症例や難治性のものもあるであろうことを銘記しなければならな
い．従って先天股脱の病態lζ対する正しい認識と盟富な臨床経験から得られた観察力を養うととが我
々整形外科医にとってはもっとも大切な ζとであろう．
